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News!

News!

研修を受ける山形県本部職員

人財育成にむけた次世代みらい創造研修会
自身の学びを考える自主自立型研修 山形県本部

山
形
県
本
部
は
、20
、30
代
の
職
員
を
対
象
に「
成
長
意
欲
」と「
主

体
性
発
揮
」を
促
し
、「
働
き
が
い
」を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、

必
要
と
す
る「
学
び
」を
自
ら
考
え
、
自
ら
が
企
画
・
交
渉
・
手
配

す
る「
自
主
自
立
型
研
修
」を
実
施
し
ま
し
た
。

山
形
県
本
部
は
、「
2
0
3
0

年
の
全
農
グ
ル
ー
プ
の
め
ざ
す

姿
」の
実
現
と
、
持
続
可
能
な

農
業
と
地
域
の
将
来
を
見
据
え

た「
山
形
県
本
部
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

同
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
践
に

あ
た
っ
て
は
、
幅
広
い
知
見
や

柔
軟
な
発
想
力
は
も
と
よ
り
、

積
極
性
や
行
動
力
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、
必
要
な
ス
キ
ル
の
基

礎
づ
く
り
も
狙
い
の
一
つ
と
し

て
、
自
ら
が
企
画
・
立
案
す
る

「
次
世
代
み
ら
い
創
造
研
修
会

（
部
門
別
県
外
研
修
）」を
初
め

て
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
に
は
対
象
者
81
人
の
う

ち
大
半
に
あ
た
る
約
70
人
が
参

加
。参
加
者
か
ら
は
、「
資
料
で

得
て
い
た
知
識
が
、
現
地
を
訪

れ
て
生
き
た
知
識
に
変
わ
っ

た
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。所
属
長
か
ら
も
、「
成
長

意
欲
の
向
上
と
主
体
性
発
揮
を

両
立
さ
せ
た
成
長
サ
ポ
ー
ト
の

一
助
と
な
っ
た
」と
評
価
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
組
合
員
、
会
員

J
A
、
取
引
先
、
消
費
者
の
皆

さ
ま
か
ら
さ
ら
な
る
評
価
を
得

ら
れ
る
よ
う
、
組
織
の
価
値
向

上
と
個
人
の
成
長
意
欲
・
働
き

が
い
を
一
致
さ
せ
る
次
世
代
人

財
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

東京都日の出町と包括連携協定
健康づくりと地域活性化へタッグ

東
京
都
日
の
出
町
と
協
同
乳
業
㈱
は
2
0
2
5
年
12
月
23
日
、地

域
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に
向
け
た
協
働
・
共
創

の
促
進
を
図
る
た
め
、包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
同
乳
業
は
1
9
9
2
年

に
日
の
出
町
で
東
京
工
場
を

稼
働
し
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

や
活
性
化
を
目
的
と
し
た
多

様
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
工
場
見
学
の

実
施
や
小
中
学
校
給
食
へ
の

ヨ
ー
グ
ル
ト
無
償
提
供
、
学

校
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の

製
品
提
供
や
協
賛
な
ど
を
通

じ
、
地
域
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
の
健
康
支
援
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

や
地
元
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
へ

の
ス
ポ
ン
サ
ー
協
力
を
通
じ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
盛

り
上
げ
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

今
回
締
結
し
た
協
定
は
、
こ

れ
ま
で
の
協
働
関
係

を
発
展
・
強
化
す
る

も
の
で
す
。①
食
育
②

地
域
振
興
③
健
康
維

持
・
増
進
④
災
害
対

策
等
に
よ
る
地
域
の

安
全
・
安
心
――
の
4

つ
の
協
定
事
項
に
基

づ
き
、同
町
と
相
互
の

強
み
を
生
か
し
な
が

ら
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
や
地

域
活
性
化
に
一
層
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

協同乳業株式会社

健康づくりと地域活性化の促進へ包括連携協定を締結
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News!

News!

野菜摂取推進
プロジェクト

はこちら

児童館向け食育 サッカー教室開催
Food Ballプロジェクト始動!

㈱
全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
は
、
学
童
・
児
童
館
を
利
用
す
る

小
学
生
を
対
象
に
、
食
育
教
室
お
よ
び
元
J
リ
ー
ガ
ー
の
下
平
匠

さ
ん
（
ガ
ン
バ
大
阪
、
横
浜
F
・
マ
リ
ノ
ス
ほ
か
）と
コ
ラ
ボ
し
た

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
、
小
学
1
〜
3
年
生
の
児
童
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

は
、
新
た
な
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
初
開
催
と
な
っ
た
本
企

画
。次
世
代
に〝
食（
Foo
d
）

や
サ
ッ
カ
ー（
Foo
t
B
a
l

l
）の
楽
し
さ
・
喜
び
を
伝
え

た
い
〟と
い
う
理
念
が
一
致
し

た
こ
と
か
ら
、
下
平
さ
ん
が
代

表
を
務
め
る
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル「
A
P
F
C
」と
の
連
携
が

実
現
し
ま
し
た
。

両
者
を
か
け
合
わ
せ
た

「
Foo
d 

B
a
l
l
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
銘
打
ち
、
サ
ッ
カ
ー

教
室
で
は
経
験
や
性
別
を
問
わ

ず
ボ
ー
ル
を
蹴
る
楽
し
さ
を
体

感
し
ま
し
た
。
食
育
教
室
で
は

食
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
や
本
物

の
野
菜
を
使
っ
た
お
買
い
物
体

験
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
会
場
と

な
っ
た
東
京
都
文
京
区
の
本
駒

込
南
児
童
館
は
終
始
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

当
社
は
今
後
も
、
次
世
代
に

農
業
や
食
の
大
切
さ
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
の
振
興
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

㈱全農ビジネスサポート

“野菜が主役”のごちそうメニューを紹介
カゴメ、ABCと全国3ヵ所で料理教室

全
農
は「
野
菜
摂
取
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
活
動
の
一
環
と

し
て
、2
0
2
5
年
11
、
12
月
に
野
菜
が
主
役
の
パ
ー
テ
ィ
ー
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
す
る
料
理
教
室「
野
菜
で
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
!
洋

風
ご
ち
そ
う
レ
ッ
ス
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。カ
ゴ
メ
㈱
、㈱
A
B
C 

C
o
o
k
i
n
g 

S
t
u
d
i
o
（
以
下
、A
B
C
）と
協
力
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
野
菜
摂

取
の
推
進
を
目
的
に
、
カ
ゴ
メ

が
2
0
2
0
年
1
月
か
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。A
B
C
や

全
農
を
は
じ
め
、
そ
の
思
い
に

賛
同
す
る
21
企
業
が
参
画
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
年
末
の
パ
ー

テ
ィ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、

野
菜
が
主
役
の
華
や
か
な
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
す
る
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

ト
マ
ト
を
丸
ご
と
使
っ
た
肉

詰
め
や「
大
根
ス
テ
ー
キ
」「
ニ
ン

ジ
ン
マ
フ
ィ
ン
」と
、野
菜
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を

A
B
C
が
考
案
。
錦
糸
町
パ
ル

コ
ス
タ
ジ
オ（
東
京
）、ナ
ゴ
ヤ

イ
オ
ン
ド
ー
ム
前
ス
タ
ジ
オ（
愛

知
）、京
橋
京
阪
ス
タ
ジ
オ（
大

阪
）の
3
ス
タ
ジ
オ
で
1
d
a
y

レ
ッ
ス
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
レ
ッ
ス
ン
は
A
B
C

会
員
以
外
の
人
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
、
3
ス
タ
ジ
オ
で
約

2
0
0
人
が
受
講
す
る
な
ど
好

評
で
し
た
。

○×クイズでは稲の現物も登場
（全農ビジネスサポートによる
食育教室）

プロの技に目を輝かせる子どもたち
（下平さんによるサッカー教室）

（右）レッスンでは講師が野菜を調理する際のポイントを
説明（左）「洋風ごちそうレッスン」のメニュー

園芸部
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JAさくらんぼひがしね
（山形県）

概要 2025年2月28日現在

正組合員数             3498人
准組合員数            　　1514人
職員数                     148人
販売品取扱高 　   　69億3千万円
購買品取扱高 　     27億8千万円
貯金残高         　624億7千万円
長期共済保有高      1351億5千万円
主な農畜産物� サクランボ、桃、ブドウ、
西洋梨、リンゴ、米、東根牛、啓翁桜

は「
来
て
く
だ
さ
い
」、「
ポ
ポ
ラ
」

は
イ
タ
リ
ア
語
で「
み
ん
な
の
集

ま
る
広
場
」を
意
味
し
ま
す
。

現
在
7
0
2
人
の
会
員
が
在

籍
し
て
お
り
、同
市
の
新
鮮
・
安

全
・
安
心
な
農
産
物
を
求
め
て
、

県
内
外
か
ら
来
店
さ
れ
ま
す
。ま

た
ポ
ポ
ラ
公
式
L
I
N
E
友
達

登
録
者
数
は
7
0
0
0
人
を
突

破
し
、お
得
な
情
報
発
信
や
イ
ベ

ン
ト
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

担
い
手
支
援
・
育
成
講
習

担
い
手
支
援
・
育
成
講
習

農
地
の
維
持
保
全
と
継
承
に

向
け
、
多
様
な
担
い
手
や
新
規

就
農
者
に
営
農
指
導
員
T
A
C

の
恒
常
訪
問
活
動（
個
別
剪せ
ん

定て
い

指
導
や
育
成
指
導
）を
行
っ
て

い
る
他
、L
I
N
E
ア
カ
ウ
ン

ト「
T
A
C
通
信
」を
発
行
し
、

6
2
5
人
が
登
録（
24
年
度
末

時
点
）し
て
い
ま
す
。

店
に
隣
接
し
、2
0
2
5
年
10

月
に
22
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。山

形
地
方
の
方
言
で「
よ
っ
て
け
」

J
A
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
が
し
ね

は
、宮
城
県
と
隣
接
す
る
山
形
県

の
中
央
東
部
に
位
置
し
、
東
根

市
全
体
を
担
当
エ
リ
ア
と
す
る

J
A
で
す
。東
根
市
は「
果
樹
王

国
」と
し
て
知
ら
れ
、サ
ク
ラ
ン

ボ
、桃
、ブ
ド
ウ
、西
洋
梨「
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
」、リ
ン
ゴ
な
ど
一
年

中
、さ
ま
ざ
ま
な
果
物
が
あ
り
品

質
の
高
い
農
産
物
が
特
徴
で
す
。

同
市
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
生
産

量
日
本
一
を
誇
り
、最
高
級
品
種

「
佐
藤
錦
」の
発
祥
の
地
で
す
。果

樹
を
主
力
と
し
て
い
ま
す
が
、他

に
も
水
稲
、
肉
用
牛
、
野
菜
、
花

き
の
出
荷
も
あ
り
、地
元
東
根
の

農
産
物
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

新
鮮
で
高
品
質
の

新
鮮
で
高
品
質
の

農
産
物
そ
ろ
う

農
産
物
そ
ろ
う

J
A
の
農
産
物
直
売
所「
よ
っ

て
け
ポ
ポ
ラ
」は
本
店
・
東
部
支

ま
た
、
農
機
具
展
示
会
で
は

農
機
課
と
営
農
指
導
課
が
連
携

し
、新
規
就
農
者
、女
性
組
合
員

を
対
象
と
し
た
初
心
者
向
け
ス

プ
レ
ー
ヤ
ー
安
全
操
作
講
習
会

を
実
施
し
、機
械
操
作
の
安
全
指

導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。野
菜

栽
培
実
践
研
修
施
設
で
は
毎
年
、

野
菜
生
産
の
振
興
を
目
指
し
て

野
菜
栽
培
技
術
の
習
得
と
販
売

実
習
ま
で
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

水
田
営
農
で
は
将
来
の
米
生

産
に
向
け
た
組
織
と
し
て
、地
域

担
い
手
農
家
を
会
員
と
す
る
低

コ
ス
ト
で
安
定
生
産
と
安
定
経

営
を
目
指
す「
東
根
市
農
協
水
稲

協
議
会（
仮
）」の
設
立
に
取
り
組

む
予
定
で
す
。

宮城県
山形県

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
生
産
量
日
本
一

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
生
産
量
日
本
一

多
様
な
農
産
物
を
次
代
へ
継
承

多
様
な
農
産
物
を
次
代
へ
継
承

安全操作講習会も実施する農機具展示会

剪定の個別指導（TAC 通信）

（右）多くの人でにぎわう「ポポラ」店内（左）「ポポラ」の外観
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発
表
し
ま
し
た
。「
Z
R
1
」は
、
10

㌃
当
た
り
最
大
8
0
0
㌔
の
多
収
性

か
つ
良
食
味
で
、
倒
伏
や
病
害
に
強
い

の
も
特
長
で
す
。

産
地
・
実
需
の
双
方
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
お
り
、2
0
2
5
年
産
の

作
付
面
積
は
前
年
比
2
倍
と
な
る

2
7
0
㌶
に
拡
大
し
ま
し
た
。
2

0
2
6
年
産
で
は
、
全
国
で
作
付
け

が
進
み
、1
0
0
0
㌶
以
上
ま
で
拡

大
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

水
稲
新
品
種
「
Z
R
2
」を

農
研
機
構
と
共
同
開
発

収
量
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
　
倍

「
Z
R
1
」
に
続
き
2
0
2
6
年

1
月
、
全
農
は
農
研
機
構
と
共
同
で

開
発
し
た
新
品
種
「
Z
R
2
」を
発

表
し
ま
し
た
。

「
Z
R
2
」
は
「
Z
R
1
」
と
同
じ

く
極
多
収
で
良
食
味
、
極
短
か
ん
で

倒
伏
に
強
く
、
病
害
に
も
強
い
中
生

業
務
用
多
収
品
種
で
す
。
よ
り
多
く

の
産
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
異

な
る
作
期
へ
の
対
応
を
目
的
に
、
主
に

関
東
以
西
向
け
と
し
て
農
研
機
構
と

共
同
で
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。育

成
地
（
農
研
機
構
作
物
研
究
部

門
〈
茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市
〉）で

は
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」や
「
と
よ
め
き
」

と
同
程
度
の
熟
期
で
、
収
量
は
標
肥

移
植
栽
培

で
6
8
7
㌔
／
10 

㌃  
（
2
0
2
0
～
2
0
2
4
年
平
均
）、

多
肥
移
植
栽
培

で
は
7
3
9
㌔
／

10
㌃
（
2
0
2
1
～
2
0
2
4
年

平
均
）と
な
り
、
全
国
で
広
く
栽
培
さ

れ
て
い
る
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」と
比
べ
て
約

2
割
の
多
収
性
を
示
し
ま
し
た
。

水
稲
新
品
種
「
Z
R
1
」

作
付
面
積
は

前
年
比
2
倍
に
拡
大

全
農
は
、
生
産
者
の
営
農
安
定
と

所
得
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
拡
大

す
る
業
務
用
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

実
需
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
契
約
栽
培

な
ど
の
生
産
提
案
型
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

契
約
栽
培
を
進
め
る
中
で
、
実
需

者
か
ら
は
「
良
食
味
で
加
工
適
性
の

高
い
米
を
使
い
た
い
」、生
産
者
か
ら
は

「
作
期
分
散
が
可
能
で
、
栽
培
し
や

す
い
品
種
を
提
案
し
て
ほ
し
い
」と
いっ

た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
要
望
を
受
け
2
0
2
3

年
12
月
、
全
農
は
農
研
機
構
と
共
同

で
開
発
し
た
新
品
種
「
Z
R
1
」を

「ZR1」の圃場

［
も
み
］

［
玄
米
］

生
産
者
の
所
得
向
上
、業
務
需
要
に
対
応

［
米
穀
部
］

あきたこまちZR1 ゆみあずさ

1.2
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